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In order to prevent earthquake disaster at Shohoku College, we have begun to receive real-time
seismic information from Japan Meteorological Agency via Real-time Earthquake Information
Consortium (REIC). The real-time seismic information, originally binary-configuration file, are
converted into XML-formatted data at REIC and sent to Shohoku College with the Internet.
Although total 498 real-time seismic information were received at Shohoku College, no seismic
information exceeded a seismic intensity of 4 on the Japanese scale during June 2006 ~ February
2007. The college should be making an effort to protect the students from earthquake disaster, not
only by a real-time seismic information system but also usual consciousness and enlightenment of


















































































































<?xml version=”1.0”?>  
<reic_realtime type=”regular” jma=”3” pattern=”1” earthquake_code=”
ND200604111659” sequence=”1”>    
<send_time>2005-10-06T13:30:28.5+09:00</send_time>    






<depth rank=” 1”>10</depth> 
</hypocenter> 
<trigger_time>2005-10-06T13:30:25+09:00</trigger_time> 
<tsunami>0</tsunami>    
<shaking>      
<max state="/" reason="/">5-</max>    
</shaking>      
<epos epos_code="/" epos_ sequence="/" >  
























































































推定震度 4 以上で警報音発信 
学内一斉放送にて危険回避指示 
専用線 
インターネット（暗号化通信） 
Fig5 緊急地震速報を用いた防災退避訓練
（2006年6月20日）。調理実習室にて。
６．今後の計画
気象庁では，2006年5月中間報告および，8月か
らの先行的な提供以降の状況を判断し，2006年12
月22日に行われた気象庁での検討会の結果，2007
年2月までには最終報告をまとめ，2007年9月から
の本格的な緊急地震速報の国民への提供を始める
予定である。今後は，テレビやラジオといったマ
スメディアへの提供や，これまで実験としてのみ
許可されてきた学校における活用が開始される見
通しである。
湘北短期大学においても，2006年度の実証実験
結果を踏まえて，2007年度中には，緊急地震速報
受信時の学内一斉放送自動化と学内エレベータ
（４基）の自動停止機能の導入を予定している。ま
た，日頃からの防災意識の向上や，いざという時
の行動マニュアルをまとめた地震対応マニュアル
の作成も準備中である。
７．まとめ
厚木市は人口20万人を超える都市である。湘北
短期大学が位置する厚木市温水には，災害発生時
の広域避難場所として指定された「ぼうさいの丘」
が整備され，緊急時の輸送路確保のための連絡道
路の整備も進められている。緊急地震速報によっ
て期待される人的被害の軽減は，実際に地震が発
生した時の行動や対応だけではなく，常日頃から
の防災意識の持続と準備・対策が相まってより効
果的なものとなるであろう。
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インターネット利用・緊急地震速報を用いた学内地震減災システムの実証実験
緊急地震速報の利用に当たっての心得
ソニー学園　湘北短期大学
情報メディア学科　澤口　隆
１．はじめに
日本は世界でも有数の地震大国です。世界中の陸地面積に占める日本の国土面積の割合は約1／400で
あるにもかかわらず、世界中で発生する地震の約10％が日本とその周辺で発生しています。また、海溝
型地震である東海地震のような巨大地震（Ｍ８クラス）が、今後30年以内で約87％の確率で発生すると
いわれています。
そこで、本学では地震の被害を少しでも軽減するために、気象庁が実施している「緊急地震速報 の本格
運用に向けた活用方策評価（本格運用に受けた試験運用）」に参加し、緊急地震速報の校内放送を実施
しています。この緊急地震速報を活用（放送）することで、大きな揺れが来る数秒～数十秒前に地震が
来ることを知る ことができます。この余裕時間を有効利用することで地震発生時の大きな減災効果が期
待できます。
２．緊急地震速報の放送
本学において、震度４以上の揺れが予測された場合、校内全館に「これから地震がきます」旨の一斉
放送が行われます。放送される内容は以下のとおりです。"は約10秒ごとに繰り返します。現在は、校
内放送を用いて手動で実施していますが将来的には自動化を行います。
①　警告音のあと
②　あと何秒で震度Ｘの揺れが到達します。身の安全を確保してください。
③　間もなく揺れます。
３．緊急地震速報の放送を聞いた場合の対応
緊急地震速報の放送を聞いた場合、あわてずに落ち着いた危険回避行動を取ることが重要です。あせ
って行動してしまうと、逆に混乱を招き、怪我をしてしまう可能性があります。自治体などが公表して
いる「大地震時の心得」等を参考にして対応してください。
①　大きなロッカーなどから離れ、丈夫な机の下などに隠れる。
②　吊り下がっている証明の下から離れる。コンロのそばから離れる。
③　あわてて外に飛び出さない。
④　余裕があれば火の始末、扉をかけて避難路を確保する。
なお、気象庁にて「緊急地震速報の本運用開始に係る検討会」を開催し、その中間報告（平成18年5
月）が取りまとめられました。その中間報告に記載されている、「一般向け緊急地震速報の利用の心得
（案）」を参考資料として添付します。この心得（案）を含め、ご質問・ご要望等がございましたら下記
の問い合わせ先までEメールにてご連絡をお願い致します。
４．お問い合わせ先
連絡先　：　湘北短期大学　情報メディア学科　澤口　隆
電話番号：　046-247-3131 Ｅメール：tsawa@shohoku.ac.jp
１ 地震が発生すると、Ｐ波（初期微動）及びＳ波（主要動、大きな揺れ）と呼ばれる２つの波が地中を伝播します。こ
の波の伝播速度はＰ波の方がＳ波より早いため、地震が発生すると、震源の近くに設置した地震計にＰ波が先に到達
します。そのＰ波の情報から震源、マグニチュード、震度を計算し、迅速に利用者に伝達し、主要動が到達する前の
数秒～数十秒の時間を利用し、身の安全を図るなど何らかの対策を講じることができれば、地震による被害の軽減が
期待できます。
２ 緊急地震速報の限界として、①震源からの距離が近いと放送が間に合わない、②震度等の誤差、③誤報（落雷等の地
震以外の現象を地震計が地震と判断してしまう）などの課題もあります。
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参考資料（「緊急地震速報の本運用開始に係る検討会」中間報告資料）
一般向け緊急地震速報の利用の心得（案）
住民や施設管理者等が適切な避難行動を図るため、緊急地震速報の利用にあたっての「心得」は、
『あわてずに、まず身の安全を確保する』ことである。以下に、さまざまな場面における情報受信時の
行動（案）を示す。
１ 家庭での心得
○あわてずに、まず身の安全を確保する。
・大きな家具からは離れ、丈夫な机の下などに隠れる。
・あわてて外へ飛び出さない。
・余裕があれば火の始末、扉を開けて避難路を確保する
２ 不特定多数の者が出入りする施設での心得
（１）施設管理者の心得
施設利用者等がパニックを起こさないように、落ち着いた行動を呼びかける。
また、地震発生時の誘導に準拠し、利用者等の適切な誘導を行うことができるよう、対応マニュ
アルを作成するとともに、店員等の教育・訓練を行う。
（放送の例）
・(報知音)ただいま地震が発生しましたが、当館は耐震化されていますので、落ち着いて係員の
指示に従ってください。
・(報知音)ただいま地震が発生しました。念のため吊り下げ物の下や倒れそうなもののそばから
離れて、揺れがおさまるのをお待ちください。
（２）施設利用者の心得
○あわてずに、まず身の安全を確保する。
・あわてて出口・階段などに殺到しない。
・吊り下がっている照明などの下からは退避する。
３ 屋外での心得
○あわてずに、まず身の安全を確保する。
・ブロック塀の倒壊や自動販売機の転倒に注意し、これらのそばから離れる。
・ビルからの壁、看板、割れたガラスの落下に備え、ビルのそばから離 れる（離れることが困難な
ときはビルの下に避難）。
・丈夫なビルのそばであればビルの中に避難する。
４ 自動車を運転中の心得
○あわてずに、まず身の安全を確保する。
・急ブレーキは踏まずに、ゆっくりスピードを落とし大きな揺れを感じたらすぐに止まれるように安
全を確保する。
・後続の車が情報を聞いていないおそれがあることに注意する。
・余裕があればハザードランプを点灯する。
